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予防注射済票犬鑑札

　犬や猫などのペットは、愛らしく人にとって癒しの存在になり、生活を楽

しくしてくれます。そんなペットとの暮らしも、時にはご近所トラブルを招

くことがあります。また、飼い主の都合や勝手な理由で動物を捨てることは

犯罪です。飼育マナーやルールを守り、ペットと飼い主が互いに暮らしやす

い関係を築いていきましょう。

　「引越し先で飼えない」や「世話ができなくなった」「迷子になっていた」などといった理由からペット

を飼い続ける中で、毎日の世話、しつけの悩み、経済的な負担などが出てくるかもしれません。飼い主には、

最期まで責任を持って飼い続けることが求められます。

　また、環境省の統計資料における北海道での犬や猫の引き取り頭数は平成27年度で３，０６５頭にものぼ

り、そのうち４割近くにあたる１，１４０頭の命が殺処分により失われています。ペットを飼うことは、命

を預かることです。将来のことを考慮し、自分が責任を持てる範囲で飼いましょう。

北海道での犬猫取り扱い頭数の内訳

　飼っているペットが迷子になった場合、

飼い主は自ら探すように努めなければな

りません。そのまま放置しているとペッ

トが交通事故にあったり人等に危害を加

えたりする可能性があります。ペットが

逃げ出さないよう、首輪や散歩用のリー

ド、動物を収容する柵等は定期的に点検

しましょう。

　万一逃げ出した時のために、犬や猫の

首輪に迷子札（連絡先を記入したもの）

や、犬鑑札、注射済票（犬のみ）を付け

てください。

■犬の登録をしましょう

　狂犬病予防法により、生後91日以降の犬は全て、犬の生涯で１回登録しなけれ

ばなりません。また、所在地や所有者に変更等があったときや犬が死亡した場合

は、速やかに役場までご連絡ください。

・犬の登録料　３，０００円／頭

■狂犬病予防注射をしましょう

　犬は、生後91日以上経過したら、毎年１回、狂犬病予防注射をしましょう（狂

犬病予防法により、義務付けられています）。また、町では毎年集合注射を行っ

ている他、動物病院でも打つことができます。

・狂犬病予防注射　２，４９０円／頭　予防注射済票　５５０円

■迷い犬を発見・保護した際はご連絡ください

　迷い犬を発見または保護したときや、飼い犬がいなくなってしまった

際は役場までご連絡ください。

取り扱い頭数
引き取り頭数 処　分　頭　数

飼い主から 所有者不明 返　還 譲　渡 殺処分

犬 ９２２ ２６３ ６５９ ３０３ ５３６ ９３

猫 ２,１４３ ４１８ １,７２５ ２４ １,７４２ １,０４７

室内で飼いましょう

　猫を屋外で放し飼いすると、あちこちにふん 

尿をしたり車に傷を付けたりと、ご近所の方に 

迷惑を掛けてしまう場合があります。また、猫 

同士でけんかをしてしまう他、病気をうつされ 

ることもあります。猫は上下運動ができる場所 

があれば、トイレトレーニングや必要なしつけ 

を行うことで室内でも飼うことができます。

身元の表示をしましょう

　猫が迷子になったり誰かに保護されたりした 

際、身元の表示がなければ飼い主を探すことは 

困難です。万一に備え、連絡先等を記入した名 

札などを付けましょう。

避妊・去勢手術をしましょう

　子猫が生まれても、新しい飼い主を見付ける 

ことは困難です。繁殖を望まない場合は、避妊 

・去勢手術をしましょう。また、避妊・去勢手 

術で繁殖期の鳴き声やマーキング行為が軽減さ 

れる他、繁殖器系の病気も予防できます。猫の 

性格も緩和されるなど、猫を飼育する上でのメ 

リットも生まれます。

必ずリードを付けて散歩をしましょう

　どんなにおとなしい犬でも、何かの拍子に驚 

いて逃げ出したり、人や他の犬にかみついたり 

することがあります。散歩をする際は、リード 

を付けましょう。

放し飼いにせずにつないで飼いましょう

　屋外で犬を飼う場合は、逃げ出したり交通事 

故に遭ったりするのを防ぐため、丈夫なロープ 

などでつないで敷地内に係留しておきましょう。

ふん尿の後始末をしましょう

　ふんの処理は飼い主の責任です。また、散歩 

中にふんをしたら持ち帰り、尿は十分な水で洗 

い流すなど必ず後始末をしましょう。

鳴き声で迷惑を掛けないようにしましょう

　犬は鳴く動物ですが、過剰に鳴くとご近所の 

迷惑になる場合があります。犬が頻繁に鳴くの 

には理由があります。飼育環境に不満があった 

り、病気などで鳴き続けたりする場合もありま 

す。無駄吠え防止グッズを使う他、鳴かないよ 

うにしつけをするなど対策を取りましょう。

猫の飼い主のマナー犬の飼い主のマナー

ペットマナーを守って快適な暮らしを

一生責任を持って飼い続ける

ペットが迷子にならないように

犬を飼っているまたはこれから飼う方へ

詳　細　役場住民課住民室住民生活担当　☎２５－２１４１内線２２５
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ホームケアクリニック　あづま
・理 事 長　池田千鶴

・院　　長　大門伸吾

・診 療 科　内科、小児科、心療内科

・住　　所　南５条３丁目　☎２５－５０５０

・診療時間　内科、小児科

　　　　　　月・火・木・金曜日　９：00－12：00

　　　　　　　　　　　　　　　　13：00－17：00

　　　　　　水曜日　９：00－12：00　17：00－19：00

　　　　　　第１・３・５土曜日　９：00－12：00

　　　　　　脳外科　　13：00－15：00　毎月第２金曜日（変更あり）予約制

　　　　　　循環器内科　第１火曜日・第３土曜日（変更あり）予約制

　　　　　　心療内科　　第１・３・５月曜日（変更あり）予約制

　　　　　　日曜日、祝日、８月15日、第２・４土曜日、年末年始は休診

しんどう医院
・院　　長　進藤正二

・診 療 科　外科、整形外科

　　　　　　心臓血管外科

　　　　　　内科、循環器内科、小児科

・住    所　北１条３丁目　☎２５－２５５８

・診療時間　８：30－12：00　13：30－17：00

　　　　　　日曜日、祝日、木・土曜日（午後）

　　　　　　年末年始は休診

足寄町国民健康保険病院
・院　　長　村上英之

・診 療 科　内科、循環器内科、外科、消化器外科

　　　　　　眼科、婦人科、精神科（もの忘れ外来）

　　　　　　整形外科、肛門外科

・住　　所　南２条３丁目　☎２５－２１５５

・診療時間　内科（消化器内科）、外科

　　　　　　９：00－12：00　13：00－17：05

　　　　　　整形外科　月・水・金曜日

　　　　　　　　　　　13：00－16：30

　　　　　　　　　　　第２・４火曜日　14：00－16：00（変更あり）予約制

　　　　　　婦人科　　14：00－16：00　第２・４金曜日

　　　　　　精神科（もの忘れ外来）14：00－16：00　毎週木曜日（変更あり）

　　　　　　　　　　　予約制　※第５木曜日を除く

　　　　　　循環器内科　毎月４回（変更あり）予約制　毎週木曜日14：00～15：30

　　　　　　眼科　　　　第２・４木・金曜日　９：00－16：30（変更あり）予約制

　　　　　　土・日曜日、祝祭日、年末年始は休診
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町内の医療機関を紹介します
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで
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２.10 ２０００日達成

　町認定こども園どんぐり（佐竹桃代園長）

で節分の豆まきが行われました。園児たちは

金棒を持って向かってくる鬼に「鬼は外、福

は内」と大きな声を出しながら、一生懸命豆

を投げていました。中には鬼が怖くて泣いて

しまう子もいましたが、最後には全員で鬼を

追い払いました。

２.２ 鬼に負けるな！

　第61回町民スケート大会（町主催）が里見

が丘スケートリンクで開催され、幼児から一

般まで２０６人が出場しました。１００メー

トルから１５００メートルまでの24種目が行

われ、力いっぱい滑走する選手に、リンクサ

イドに詰め掛けた父母らから大きな声援が飛

んでいました。

　交通死亡事故ゼロ２０００日を達成したこ

とを記念して、北海道交通安全推進委員会（堰

八義博会長）から表彰状が贈呈されました。

安久津勝彦町長は「２０００日が達成できた

のは、交通安全協会など皆さんの日頃の活動

のおかげです」と感謝を述べ、さらなる交通

安全意識の高揚を呼び掛けました。

　第37回全国中学校スケート大会（２月４日

～７日、長野県）に出場する足寄中学校スケ

ート部の部員らが役場を訪れ、安久津勝彦町

長に全国大会での健闘を誓いました。選手た

ちは「今から心を整え、全国大会に出場でき

なかった人の分まで頑張りたい」などと力強

く抱負を述べました。

１.24 健闘を誓う
　本町出身者で「ミスター豆腐」としてアメ

リカで豆腐の販売拡大に努めた雲田康夫さんか

ら「世界へ翔べ 足高生 」と題して母校の

足寄高校（林満章校長）で講演がありました。

雲田さんは「人とは違うことを見つけ、ナンバ

ーワンになるよりオンリーワンになることが

大事」と後輩たちへ熱く語りました。

２.７ 後輩へのメッセージ

２.５ 声援を力に変えて １.17 上達したかな？

１.12 介護資格を取得

　小学１年生から中学３年生までを対象とし

たジュニアスキー教室（町教育委員会主催）

が里見が丘スキー場で開かれ、45人が参加し

ました。参加者はグループに分かれ、足寄町

スキー連盟（白沢嗣栄会長）の指導員から安

全に滑る方法やターンの仕方など、スキーの

基礎や上級テクニックを楽しく学びました。

１.28 足寄の冬を楽しむ
　「ウッドキャンドルナイト２０１７」があ

しょろ銀河ホール21前広場で行われ、町内外

から約１,０００人が訪れました。会場には、

カラマツの林地残材を活用したウッドキャン

ドルや１, ０００個ものアイスキャンドルが

飾られ冬の夜空を照らした他、町内で飲食店

を営む堀江誠さんのミニライブも行われました。

　町内で不足している介護現場で働く人材の

育成を目的に開催された介護職員初任者研修

（足寄町社会福祉協議会主催）が修了しまし

た。この事業は、㈶北海道市町村振興協会（サ

マージャンボ宝くじの収益金）の助成を受け

て開催されたもので、足寄高校生や一般町民

等18人が新たに資格を取得しました。
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多くの町民に利用されている町民センター

手狭で不便な現在の図書室（町民センター２階）

新しい図書館ゾーンの中心となる２階ロビー

募
集
し
ま
す

町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す

　

足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
58
年
の
開

館
以
来
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
開
館
か
ら
30
年

以
上
が
経
過
し
、
施
設
設
備
の
老
朽
化
な
ど

か
ら
、
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
で
、
平
成

29
年
度
か
ら
31
年
度
の
3
年
間
で
整
備
工
事

を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
た
め
、
大
規
模
な

改
修
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
今
回
の
大
規
模
改
修

で
は
、
要
望
の
多
か
っ
た
町
図
書
室
の
面
積

を
増
や
し
、
機
能
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ

る
図
書
館
化
と
多
目
的
ホ
ー
ル
や
各
室
の
利

便
性
向
上
の
た
め
の
改
修
を
進
め
、
こ
れ
ま

で
同
様
の
町
民
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
と
、

●
「
す
く
す
く
」
会
員

　

家
庭
で
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
。
育
児
や
し
つ
け
の
こ
と
、

子
ど
も
の
健
康
の
こ
と
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
、
お

父
さ
ん
を
応
援
す
る
、
子
育
て
支
援
・
学
習

と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
で
は
、
平
成
29

年
度
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

会
で
は
、
５
月
か
ら
２
月
ま
で
の
毎
月
１

回
、
子
育
て
に
関
す
る
講
話
や
離
乳
食
の
調

理
実
習
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
情
報
交
換
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
会
員
募
集
の
詳

細
は
、
子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
の
各
学
校
や
町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も

図
書
室
な
ど
で
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
、
絵
本
の
会
「
は
ら
っ

ぱ
」
と
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
興
味
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
活
動
内
容
等
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
ふ
る
さ
と
足
寄
１
０
０
年
塾

　

「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
第
15

期
生
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や

学
習
活
動
を
通
じ
て
教
養
や
知
識
を
深
め
、
日
々

の
暮
ら
し
に
生
き
が
い
持
ち
、
新
た
な
仲
間

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
、
ふ
る
さ
と
足
寄
１

０
０
年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
第
15
期

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
　
象　

60
歳
以
上
の
方

　
　
　
　

（
町
内
在
住
で
通
学
可
能
な
方
）

定
　
員　

30
人
（
多
数
の
場
合
は
選
考
）

期
　
間　

学
習
期
間
は
２
年
間

　
　
　
　

（
原
則
と
し
て
毎
月
第
２
水
曜
日
）

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
学
習
活

動
を
行
い
ま
す

内
　
容　

①
健
康
づ
く
り
や
教
養
を
高
め
る

各
種
講
座

　
　
　
　

②
趣
味
を
広
げ
る
ク
ラ
ブ
活
動

　
　
　
　

③
十
勝
管
内
外
へ
の
移
動
教
室
や

修
学
旅
行　

な
ど

授
業
料　

無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
）

そ
の
他　

入
塾
希
望
の
方
・
興
味
の
あ
る
方

は
、
４
月
19
日
㈬
ま
で
に
、
生
涯

学
習
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
足
寄
町
青
年
協
議
会
会
員

　

町
青
年
協
議
会
（
島
田
初
佳
会
長
）
で
は
、

会
員
の
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
在
住
か
、
町
内
で
勤
務
し
て
い
る
青

年
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
何
か
楽
し
い
こ

と
を
し
た
い
方
、
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い
方

な
ど
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
員
数　

31
人
（
現
在
は
19
歳
か
ら
38
歳
ま

で
の
男
女
で
活
動
し
て
い
ま
す
）

活
　
動　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
の
会
員
交
流

事
業
、
町
外
研
修
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
他
青
年
団
体
と
の

交
流
事
業　

な
ど

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 
☎

25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展
作
品

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
を
利
用
し
て
、

趣
味
な
ど
で
制
作
し
た
各
種
作
品
や
撮
影
し

た
写
真
な
ど
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
個

人
、
団
体
問
わ
ず
作
品
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
28

年
度
に
開
催
し
た
主
な
ロ
ビ
ー
展

真
鍋
雅
美
写
真
展
・
ア
シ
ョ
ロ
ア
発
見
40

周
年
移
動
展
・
垂
水
美
喜
子
写
真
展
・
足

寄
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
真
展
・
髙
橋
康
子
写

真
展
・
旭
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
作
品
展　

ほ
か

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
複
合

施
設
と
し
て
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

施
設
の
改
修
工
事
は
、
平
成
29
年
6
月
頃

か
ら
順
次
進
め
て
い
く
予
定
で
す
が
、
大
規

模
か
つ
３
年
間
と
い
う
長
期
間
に
な
る
た
め
、

利
用
者
に
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
工
事
の
詳
細
や
日
程
な

ど
が
決
ま
り
次
第
、
町
広
報
や
自
治
会
回
覧

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

主
な
改
修
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。

平
成
29

年
度

　

主
に
図
書
館
ゾ
ー
ン
と
な
る
町
民
セ
ン
タ

ー
２
階
の
改
修
を
進
め
ま
す
。
２
階
の
生
活

実
習
室
を
移
設
さ
せ
る
他
、
同
じ
く
２
階
の

第
１
・
２
会
議
室
を
、
１
階
に
移
設
す
る
工

事
な
ど
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
30

年
度

　

図
書
館
ゾ
ー
ン
の
改
修
工
事
を
進
め
、
30

年
11
月
頃
、
図
書
館
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
予

定
で
す
。
同
時
に
、
多
目
的
ホ
ー
ル
等
の
整

備
工
事
も
進
め
、
町
民
セ
ン
タ
ー
内
部
の
改

修
は
30
年
度
中
に
概
ね
終
え
る
予
定
で
す
。

平
成
31

年
度

　

主
に
屋
根
、
外
壁
、
正
面
玄
関
な
ど
の
改

修
を
行
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８
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「
ち
ょ
う
ち
ょ
展
」
開
催

　

帯
広
百
年
記
念
館
移
動
展
「
ち
ょ
う
ち
ょ

展
」
を
開
催
し
ま
す
が
、
足
寄
に
も
蝶
や
蛾

が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
、
併
せ
て
「
足
寄
の

ち
ょ
う
ち
ょ
展
」
も
開
催
し
ま
す
。

　

足
寄
の
蝶
や
蛾
は
、
元
螺
湾
小
学
校
校
長

の
阿
部
宏
先
生
が
採
集
し
、
標
本
と
し
て
町

に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

足
寄
の
蝶
や
蛾
は
、
い
っ
た
い
何
種
類
く

ら
い
い
る
の
か
、
標
本
を
見
な
が
ら
数
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
３
月
２
日
（
木
）
～
４
月
10

日
（
月
）

会
　
場　

博
物
館
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
ホ
ー
ル

観
覧
料　

無
料

詳
　
細　

博
物
館 
☎

25

－

９
１
０
０

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

第
40
回
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

町
内
の
児
童
・
生
徒
か
ら
４
８
７
点
の
応
募

が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
３
月
11

日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

◎
小
学
１
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

荒
井　
　

錬

　

優

秀

賞　

大
風　

早
耶　

渡
辺　

理
央

　

入
　
　
選　

佐
藤　

結
心　

福
田　

真
央

　
　
　
　
　
　

大
﨑　

眞
香　

櫻
場　

爽
太

◎
小
学
２
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

石
田　

柊
哉　

　

優

秀

賞　

王
塚　

蒼
空

　

入
　
　
選　

佐
藤　

美
羽　

阿
部　

綺
心

　
　
　
　
　
　

佐
藤
佳
葉
子　

眞
鍋　

楓
夏

◎
小
学
３
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

竹
本　

羽
希　

　

優

秀

賞　

佐
藤　

龍
心

　

入
　
　
選　

佐
々
木
璃
音　

蓑
島　
　

渉

　
　
　
　
　
　

人
見　

茂
仁

◎
小
学
４
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

佐
藤
聡
一
郎

　

優

秀

賞　

向
井　

友
渚

　

入
　
　
選　

木
村
那
々
美　

内
海　

由
歩

　
　
　
　
　
　

大
風
心
咲
子

◎
小
学
５
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

平
川　

菜
々

　

優

秀

賞　

沼
田　

莉
子　

　

入
　
　
選　

伊
藤　
　

萌　

平
川　
　

蓮

　
　
　
　
　
　

智
和　

実
咲

◎
小
学
６
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

川
﨑　

愛
心

　

優

秀

賞　

野
崎　
　

泉

　

入
　
　
選　

蓑
島　
　

望　

飯
沼　
　

響

　
　
　
　
　
　

小
原　

望
結

◎
中
学
１
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

清
水　

眞
尋　

　

優

秀

賞　

刈
屋　

夏
美

　

入
　
　
選　

管
野
ゆ
り
か　

髙
橋　

花
佳

　
　
　
　
　
　

八
倉
巻
乃
杏

◎
中
学
２
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

阿
部　

里
佳

　

優

秀

賞　

佐
藤
裕
実
子

　

入
　
　
選　

田
口　

怜
依　

青
木　

梨
奈

　
　
　
　
　
　

玉
置　

七
海

◎
中
学
３
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

原
子　

吏
華

　

優

秀

賞　

矢
野
昂
太
郎

　

入
　
　
選　

岸
田　

萌
花　

児
玉　

唯
利

　
　
　
　
　
　

塩
谷
あ
や
め

 

※
敬
称
略

新

刊

案

内

●
一
般
書

錯
迷 
堂
場　

瞬
一

狩
人
の
悪
夢 
有
栖
川
有
栖

マ
チ
ネ
の
終
わ
り
に 
平
野
啓
一
郎

サ
ロ
メ 

原
田　

マ
ハ

無
貌
の
神 

恒
川
光
太
郎

銀
の
猫 

朝
井
ま
か
て

果
て
し
な
き
追
跡 


坂　
　

剛

不
時
着
す
る
流
星
た
ち 

小
川　

洋
子

勝
ち
過
ぎ
た
監
督 

中
村　
　

計

フ
ラ
ン
ス
人
は
10

着
し
か
服
を
持
た
な
い

 

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
Ｌ
・
ス
コ
ッ
ト

羊
飼
い
の
暮
ら
し

 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
リ
ー
バ
ン
ク
ス

主
菜
別
献
立
が
す
ぐ
決
ま
る
副
菜
レ
シ
ピ
帖

 

堤　
　

人
美

見
た
目
の
９
割
は
髪
で
決
ま
る

－

大
人
の
た

め
の
健
康
ヘ
ア
ケ
ア
講
座

－ 

稲
垣　

俊
彦

●
絵
本
・
児
童
書

ひ
い
な 

い
と
う
み
く

に
げ
た
エ
ビ
フ
ラ
イ 

村
上
し
い
こ

お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う 

か
が
く
い
ひ
ろ
し

モ
ノ
の
は
じ
ま
り
え
ほ
ん 

荒
俣　
　

宏

え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
の
よ
う
ち
え
ん

 

か
さ
い
ま
り

き
ょ
う
は
や
き
に
く 

い
と
う
み
く

ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う 

飯
野　

和
好

塩
田
の
運
動
会 
那
須　

正
幹

お
む
か
え
パ
パ

 
ナ
デ
ィ
ー
ヌ
・
ブ
ラ
ン
コ
ム

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
は
な
し
会

開
催
日
　
３
月
18

日
㈯

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
３
月
25

日
㈯

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日
　
３
月
14

日
㈫
　
４
月
５
日
㈬

●
開
催
日
を
変
更
し
ま
す

　

読
み
聞
か
せ
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

の
開
催
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
図
書
室
で
毎
月
第
２
火
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
す
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

は
、
４
月
か
ら
毎
月
第
１
水
曜
日
に
変
更

と
な
り
、
４
月
の
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

は
、
５
日
㈬
午
前
11
時
か
ら
で
す
。
申
し

込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

変
更
前　

毎
月
第
２
火
曜
日

変
更
後　

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

詳
　
　
細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎

25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
入
学
お
め
で
と
う

動
物
化
石
博
物
館
情
報

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー

　

平
成
29
年
度
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
は
、
平
成
22
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
23

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
46
人
で
す
。

　

新
1
年
生
の
ご
家
庭
に
は
、
入
学
通
知
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
不
明
な
点
な
ど
は

教
育
委
員
会
教
育
総
務
室
（
☎

25

－

３
１
８

８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

（
平
成
29
年
２
月
末
日
現
在
・
敬
称
略
）

足

寄

小

学

校
（
39

人
）

　

赤　

間　

勇　

心　
　

池　

内　

永　

聖

　

石　

崎　

翔　

琉　
　

江　

畠　
　
　

諒

　

G　

西　

穂　

澄　
　

加　

地　

康
太
郎

　

岸　

田　

悠　

惺　
　

久　

保　

陽
二
朗

　

小　

林　

奏　

介　
　

佐　

藤　

一　

心

　

白　

澤　

叶　

琉　
　

進　

藤　

崇　

正

　

十
文
字　

聖　

矢　
　

鈴　

木　
　
　

慎

　

永　

井　

里　

空　
　

新　

沼　

快　

斗

　

原　

田　

誠　

人　
　

松　

原　

貴　

也

　

南　
　
　

貫　

人　
　

森　
　
　

陽　

哉

　

吉　

川　

陽　

大

　

浅　

岡　

心　

晴　
　

大　

西　

姫　

衣

　

尾　

野　

心　

温　
　

尾　

野　

有
希
奈

　

川　

上　

聖　

七　
　

香　

田　

七　

海

　

相　

馬　

愛
由
菜　
　

髙　

橋　

紗　

菜

　

髙　

橋　

詩　

音　
　

朝　

長　

佑　

月

　

沼　

田　

麟　

寧　
　

畑　
　
　

美
羽
弥

　

人　

見　

仁　

菜　
　

平　

松　

姫　

衣

　

前　

崎　
　
　

栞　
　

眞　

鍋　

梨　

花

　

向　

井　

莉　

渚　
　

森　

山　

俐　

望

螺

湾

小

学

校
（
２
人
）

　

中　

下　

半　

藏　
　

斉　

須　

望　

未

大
誉
地
小
学
校
（
２
人
）

　

石　

田　

湧　

吾　
　

佐　

藤　

琉
之
介

芽

登

小

学

校
（
３
人
）

　

渡　

辺　

桔　

平　
　

木　

下　

愛　

夢

　

瀬　

古　
　
　

環

お
知
ら
せ

　

教
育
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
を
対
象

に
、
教
育
委
員
会
が
認
め
た
場
合
に
限
り
、

就
学
指
定
校
を
変
更
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
室
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
関
係

３
月
15

日
㈬

　
　

足
寄
中
学
校
卒
業
式

３
月
24

日
㈮

　
　

町
内
小
学
校
卒
業
式
・
修
了
式

　
　

足
寄
中
学
校
修
了
式

　
　

足
寄
高
等
学
校
終
業
式

４
月
８
日
㈯

　
　

町
内
小
・
中
学
校
入
学
式

　
　

足
寄
高
等
学
校
入
学
式

児
童
福
祉
施
設
関
係

３
月
23

日
㈭

　
　

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
卒
園
式

　
　

へ
き
地
保
育
所
卒
所
式

４
月
３
日
㈪

　
　

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
入
園
式

　
　

へ
き
地
保
育
所
入
所
式

　
　

学
童
保
育
所
入
所
式

生
涯
学
習
関
連
事
業

３
月
17

日
㈮
～
29

日
㈬

　
　

町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

　
　

「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
展
」

３
月
28

日
㈫

　
　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
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平
成
29
年
４
月
か
ら
小
学
生
に
な
る
お
子
さ
ん
の

乳
幼
児
お
よ
び
児
童
医
療
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

平
成
29
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

今
回
は
、
介
護
や
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
も 

語
り
合
え
る
場
「
結
（
む
す
び
）
カ
フ
ェ
」

に
つ
い
て
紹
介
す
る
ニ
ン
‼

地
域
交
流
を
図
る
た
め
に

　

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
で
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
介
護
や
福
祉
な
ど
に
つ
い
て

も
語
り
合
え
る
場
「
結
カ
フ
ェ
」
を
昨
年
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
？

　

第
１
回
（
平
成
28
年
11
月
18
日
開
催
）
の

お
菓
子
は
、
む
す
び
れ
っ
じ
職
員
が
手
作
り

し
た
可
愛
く
て
お
い
し
い
ク
ッ
キ
ー
で
し
た
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
タ
ッ
チ
ケ
ア
」

を
行
い
ま
し
た
。
隣
の
方
に
ゆ
っ
く
り
と
背

中
や
腕
を
さ
す
っ
て
も
ら
う
と
い
う
簡
単
な

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
し
た
が
「
体
が
ポ
カ
ポ
カ
し

て
き
て
気
持
ち
良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
え
た
」
や
「
久
し
ぶ
り
に
話
し
て
楽
し
か

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
時
間
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
第
１
回
よ
り
も
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い
う
声
も
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
度
の
結
カ
フ
ェ
は
残
り
１
回
と
な
り

ま
し
た
が
、
来
年
度
も
継
続
し
て
実
施
す
る

予
定
で
す
。
お
菓
子
は
毎
回
変
わ
る
の
で
、

カ
フ
ェ
に
来
て
か
ら
の
お
楽
し
み
と
な
り
ま

す
。
飲
み
物
は
６
種
類
の
中
か
ら
お
好
き
な

も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
お
菓
子

に
よ
っ
て
飲
み
物
を
変
え
る
の
も
良
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
を
利
用
し
て
い
る
方
が
お
茶
を
入
れ

た
り
お
菓
子
を
運
ん
だ
り
な
ど
、
運
営
に
協

力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

結
カ
フ
ェ
に
は
一
般
の
方
や
認
知
症
の
方

な
ど
介
護
が
必
要
な
方
、
日
頃
介
護
を
し
て

い
る
方
な
ど
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
」
で
す
。
現
在
は
、
２
人
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
が
参
加
者
の
方
と
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
福
祉
士
、

役
場
福
祉
課
の
職
員
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、

困
り
ご
と
や
相
談
が
あ
れ
ば
気
軽
に
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

　

結
カ
フ
ェ
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
カ
フ
ェ
で
す
。
気
に
な
っ
た
方
や
時
間
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
立
ち
寄
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
協
力
し
て
く
れ
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
２
回
（
平
成
29
年
１
月
20
日
開
催
）
で

は
、
む
す
び
れ
っ
じ
職
員
の
手
作
り
小
豆
よ

う
か
ん
と
か
ぼ
ち
ゃ
よ
う
か
ん
の
２
種
類
が

登
場
。
多
く
の
方
か
ら
お
い
し
い
と
の
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
回
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
皆
さ
ん
自
由
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
参
加
者
か
ら
「
懐
か
し
い
人
に

《
次
回
開
催
の
ご
案
内
》

日　

時　

３
月
17
日
㈮　

午
前
10
時

－

正
午

場　

所　

む
す
び
れ
っ
じ　

地
域
交
流
室

参
加
料　

１
０
０
円

※
お
菓
子
・
飲
み
物
代
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

詳　
　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎

25

－

９
２
０
０

「結（むすび）カフェ」の巻

　

町
で
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
表

の
通
り
税
率
を
改
正
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
所
得
に
関
係
な
く

固
定
資
産
税
の
状
況
に
よ
り
賦
課
し
て
い

た
医
療
保
険
分
の
資
産
割
を
廃
止
す
る
こ

と
と
し
、
平
成
28
年
度
・
平
成
29
年
度
の

２
年
間
で
医
療
保
険
分
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
、
介
護
保
険
分
の
全
て
に
お
い
て

資
産
割
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
産
割
の
廃
止
に
伴
う
減
額
分

を
補
う
た
め
に
、
所
得
割
・
均
等
割
・
平

等
割
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

将
来
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
制
度
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
改
正
で
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
室
保
険
担
当
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－

２
１
４
１
内
線
２
１
５

平成29年度からの新しい税率

医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割 5.6％ 5.9％ 2.2％ 2.2％ 0.9％ 0.9％

資産割 25.0％ 廃止 廃止 廃止 廃止 廃止

均等割 24,000円 26,000円 7,500円 7,500円 7,000円 7,500円

平等割 24,500円 27,000円 8,500円 8,500円 6,000円 6,000円

限度額 54万円 54万円 19万円 19万円 16万円 16万円

　

平
成
22
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
「
乳
幼
児
お
よ
び
児

童
医
療
費
受
給
者
証
」
（
以
下
「
受
給
者
証
」
）
は
、
平
成
29
年
３
月
末
を
も
っ
て
有
効
期
間
が

満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
給
者
証
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

新
し
い
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

新
し
い
受
給
者
証
は
３
月
末
ま
で
に
各
家

庭
に
郵
送
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
受
給
者

証
は
返
還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
４

月
以
降
に
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
助
成
内
容
・
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

小
学
生
に
な
る
と
住
民
税
の
課
税
状
況
に

よ
っ
て
助
成
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

助
成
方
法
も
下
記
の
表
の
通
り
変
更
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
、
受
給
者
証
と
同
封
の
通
知

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て

　

学
校
や
保
育
園
管
理
下
で
の
事
故
・
疾
病

の
場
合
、
給
付
契
約
を
結
ん
で
い
る
「
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
災
害
共
済
給

付
が
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
た
め
、
受
給
者

証
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
を
助
成
し
た
後
に
災
害
共
済
給
付

の
対
象
と
な
っ
た
際
は
、
町
が
助
成
し
た
分

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受給者証の色
医療費の助成方法（医療機関の所在地による）

入　　院 通　　院

水色
【十勝管内】現物給付

【十勝管外】償還払い

【足寄町内】現物給付

【足寄町外】償還払い

●現物給付…医療機関等窓口で助成が受けられます。

●償還払い…医療機関等窓口で医療費の３割を自己負担し、役場に申請すると

後日助成額が支給されます（印鑑・通帳・領収書等が必要です）。

詳　細　役場住民課住民室保険担当　☎２５－２１４１内線２１６
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詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 
☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
５

～
「
荷
物
が
な
く
な
っ
た
」
「
新
居
の
床
が

傷
つ
い
た
」
「
全
部
お
任
せ
の
は
ず
だ
っ
た

の
に
」
…
引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！
～ 

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
就
職
や
進
学
、

転
勤
に
伴
っ
て
、
引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
人
が
特
に
多
い
時
期
と
な
り
ま
す
。

引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
し
て
「
低

価
格
の
プ
ラ
ン
を
選
択
し
た
が
次
々
と
追
加

料
金
が
発
生
し
た
」
「
見
積
も
り
を
と
っ
た

だ
け
な
の
に
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
請
求
さ
れ
た
」

な
ど
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
他
に
「
引
っ
越
し

が
時
間
通
り
に
履
行
さ
れ
な
い
」
「
荷
物
が

無
く
な
っ
た
」
「
作
業
中
、
新
居
の
床
に
傷

を
つ
け
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
作
業
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
事
例
そ
の
１
（
契
約
編
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
引
っ
越
し

業
者
に
見
積
も
り
を
依
頼
し
た
。
す
ぐ
に
業

者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
口
頭
で
見
積
額
を
提

示
さ
れ
、
段
ボ
ー
ル
や
契
約
書
類
を
送
る
と

言
わ
れ
相
手
の
ペ
ー
ス
で
話
が
進
み
、
よ
く

考
え
ず
に
了
承
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、

別
の
業
者
か
ら
も
見
積
も
り
を
取
っ
た
ら
、

そ
ち
ら
の
方
が
安
い
料
金
だ
っ
た
の
で
、
最

初
の
業
者
に
キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
絡
し
た
ら
、

段
ボ
ー
ル
の
代
金
と
送
料
を
請
求
さ
れ
た
。

〈
ト
ラ
ブ
ル
事
例
か
ら
考
え
る
対
処
〉

　

消
費
者
が
見
積
も
り
だ
け
と
思
っ
て
も
、

前
も
っ
て
段
ボ
ー
ル
を
送
る
こ
と
を
承
諾
さ
せ
、

断
り
づ
ら
く
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で

す
。
以
前
は
段
ボ
ー
ル
の
返
送
料
を
負
担
す

る
だ
け
で
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
ま
し
た
が
、
最

近
は
段
ボ
ー
ル
代
金
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
段
ボ
ー
ル
は
引

っ
越
し
作
業
の
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
見

積
書
に
も
記
載
が
な
く
、
未
開
封
の
時
は
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
段
ボ
ー

ル
が
大
量
で
返
送
料
の
負
担
が
大
き
い
場
合

は
、
次
の
事
業
者
に
材
料
費
を
引
い
て
も
ら

え
る
か
お
願
い
し
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ト
ラ
ブ
ル
事
例
そ
の
２
（
作
業
編
）

　

午
前
中
の
作
業
を
指
定
し
た
の
に
、
引
っ

越
し
業
者
か
ら
「
今
日
予
定
し
て
い
た
作
業

員
が
体
調
不
良
で
休
ん
で
し
ま
っ
た
。
他
の

作
業
員
を
手
配
し
て
い
る
が
、
い
つ
行
け
る

か
分
か
ら
な
い
」
と
連
絡
が
き
た
。
不
満
だ

っ
た
が
今
日
中
に
引
っ
越
し
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
た
め
承
諾
し
た
が
、
結
局
、
作

業
が
終
わ
っ
た
の
は
夜
中
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
翌
朝
引
っ
越
し
先
で
、
荷
物
が
一
つ
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
業
者
に
連

絡
し
た
が
「
専
用
の
箱
に
荷
物
を
入
れ
て
鍵

を
か
け
て
運
ぶ
の
で
紛
失
は
考
え
ら
れ
な
い
」

と
言
わ
れ
た
。

〈
ト
ラ
ブ
ル
事
例
か
ら
考
え
る
対
処
〉

　

引
っ
越
し
で
荷
物
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

事
業
者
に
補
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
補
償
期
間
は
３
ヶ
月
以
内
に
限
り
、

高
額
な
品
物
や
壊
れ
や
す
い
も
の
に
つ
い
て

は
予
め
申
告
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
積
み
込
む
際
は

業
者
と
共
に
個
数
を
確
認
す
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
路
上
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
警
察
に
被
害
届
を

出
し
ま
し
ょ
う
。
事
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な

っ
た
場
合
は
居
住
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

引
っ
越
し
業
者
と
消
費
者
と
の
間
で
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
約
款
（
ル
ー
ル
）

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
業
者
は
標
準

引
越
運
送
約
款
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

標
準
引
越
運
送
約
款
の
ポ
イ
ン
ト

・
見
積
も
り
料
や
手
付
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。 

・
消
費
者
の
都
合
で
引
っ
越
し
を
解
約
・
延

期
す
る
場
合
、
前
日
で
10
％
、
当
日
で
20
％

以
内
の
手
数
料
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
業
者
が
、
引
っ
越
し
期
日
の

２
日
前
ま
で
に
申
込
者
に
対
し
契
約
内
容
の

変
更
の
確
認
を
怠
っ
た
場
合
は
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
52
回

《
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
》

○
見
積
も
り
は
複
数
の
業
者
か
ら
取
り
、

作
業
員
数
や
補
償
等
、
価
格
以
外
の
条

件
に
つ
い
て
も
よ
く
検
討
す
る
。

○
契
約
先
が
確
定
す
る
前
に
梱
包
用
の

段
ボ
ー
ル
を
受
け
取
ら
な
い
。

○
契
約
時
は
必
ず
「
約
款
」
を
確
認
し
、

疑
問
点
が
あ
れ
ば
事
業
者
に
聞
く
。

○
引
っ
越
し
が
完
了
し
た
ら
す
ぐ
に
荷

物
の
状
態
等
を
確
認
す
る
。

　

北
海
道
に
も
と
も
と
生
息
す
る
カ
エ
ル
は

２
種
お
り
、
そ
の
内
の
１
種
が
エ
ゾ
ア
カ
ガ

エ
ル
で
す
。
繁
殖
期
は
平
野
部
で
４
～
５
月

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
３
月
下
旬
で
も
林
内

の
湿
地
な
ど
で
「
キ
ャ
ラ
ラ
ラ
ラ
」
と
鳥
の

よ
う
な
澄
ん
だ
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
エ
ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
は
、
外
敵
が
い
る
危
険
な
環
境
下
で
は
た

ら
く
誘
導
防
御
と
い
う
戦
略
を
示
す
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
エ
ゾ
サ
ン
シ

で
は
、
外
来
種
の
ア
メ
リ
カ
ミ
ン
ク
に
よ
る

越
冬
中
の
エ
ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
捕
食
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
捕
食

圧
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
の
サ
イ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

h
ttp

://w
w

w
.fo

re
s
t.k

y
u
s
y
u
-u

.a
c
.jp

/

h
o
k
k
a
id

o
/in

d
e
x
.p

h
p
?a

s
h
o
ro
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細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
南
木
大
祐
・
智
和
正
明
）

 

☎

25

－

２
６
０
８

ョ
ウ
ウ
オ
の
幼
生
が
い
る

と
、
エ
ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル
の

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
頭
胴

部
を
巨
大
化
さ
せ
る
こ
と

で
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
幼
生
に
食
べ
ら
れ
る
こ

と
を
防
ぎ
ま
す
。
一
方
で

エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

生
息
し
な
い
離
島
で
は
外

敵
が
い
な
い
た
め
、
そ
の

よ
う
な
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

の
頭
胴
部
の
巨
大
化
は
起

こ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
エ

ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル
は
国
際
自

然
保
護
連
合
の
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
で
は
、
近
い
将
来
絶

滅
に
瀕
す
る
見
込
み
の
低

い
低
危
険
種
に
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近

演習林内で撮影されたエゾアカガエル

エゾアカガエル

専
業
主
婦
（
主
夫
）
の
届
出
漏
れ
期
間
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
の
国
民
年
金

8

Vol.

《
特
定
期
間
に
つ
い
て
》

　

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
が
、
配
偶

者
（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
退
職
や
ご
本
人

の
収
入
が
増
加
し
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
扶
養

か
ら
外
れ
た
場
合
に
は
、
第
１
号
被
保
険
者

へ
の
切
替
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
切
替
手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ
、
時

効
に
よ
り
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
「
特

定
期
間
該
当
届
」
の
手
続
き
に
よ
り
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
と
き

の
障
が
い
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
な

い
事
態
を
防
止
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
）
。

《
特
例
追
納
に
つ
い
て
》

　

届
け
出
に
よ
り
、
特
定
期
間
と
さ
れ
た
期

間
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
、
特
定
保

険
料
を
納
付
（
特
例
追
納
）
す
る
こ
と
で
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
（
す
で
に
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

は
、
特
例
追
納
を
し
て
も
年
金
額
が
増
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

【
特
例
追
納
の
対
象
期
間
】

・
特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
未
満
の
方

→
承
認
が
あ
っ
た
月
前
10
年
以
内
の
期
間

・
特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

→
50
歳
以
上
60
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間

　

詳
細
は
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た

は
帯
広
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎

０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
掛
け
に
な

る
場
合
は
☎

０
３

－

６
６
３
０

－

２
５
２

５
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

 

☎

０
１
５
５

－
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－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

国
民
年
金
の
切
替
手
続
き
（
第
３
号
か
ら
第
１
号
へ
）
が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
へ
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　平成26年３月に閉校した旧仙美里中学校（仙
美里元町）の施設等を利活用して、ボルダリン
グやレストラン、整体コーナー、ダンス教室が行
われています。ぜひご利用ください。また、施設
の活用について興味のある人はご連絡ください。
●ボルダリング　金曜日　午後５時－９時
　　　　　　　　土・日曜日　午後１時－９時
　　　　　　　　使用料　５００円
●レストラン　　午前11時－午後２時（ランチのみ）
　　　　　　　　水・木曜日休み
●整体コーナー　午後２時－５時（要予約）
　　　　　　　　水・木曜日休み
●ダンス倶楽部仙美里例会　金曜日　午後６時－８時
　マンボの会（初心者向け）　金曜日　午前10時－正午
詳　　細 仙美里プロジェクト
代　表　朝日基光さん ☎080－9047－8618

事務局　岩原　榮さん ☎090－9433－1752

旧仙美里中学校の跡地利用が

始まりました！

銀河の森天文台から

プラネタリウム新番組「オーロラ生命の輝き」

　銀河の森天文台では、２月からプラネタリウ

ム新番組「オーロラ生命の輝き」を上映中です。

全天に投影される臨場感あふれるオーロラを楽

しんでみませんか？

上 映 日　毎週土・日曜日

　　　　　※閉館日は毎週月・火曜日

上映時間　１回目：午後３時　２回目：午後５時

　　　　　３回目：午後８時

　　　　　※１回30分程度

入 館 料

昼間：大人３００円、小・中学生２００円

夜間：大人５００円、小・中学生３００円

※小学生未満は無料

詳　　細 銀河の森天文台　☎２７－８１００

上下水道の使用についてのお知らせ

協会けんぽの保険料率が改定されます

水質検査計画の閲覧について

北海道最低賃金

　次のようなときは、事前に役場建設課上下水道室まで届け出ください。

・転入、転出、転居のとき

・１カ月以上、上下水道を使用しないとき

・上下水道の使用者が変わるとき

・上下水道の用途が変わるとき（家事用から業務用への変更等）

・上下水道を再び使用するとき

・上下水道料金の請求先または納入方法が変わるとき

・家を取り壊して上下水道を廃止するとき

詳　　細 役場建設課上下水道室上下水道業務担当 ☎２５－２１４１内線３５４・３５５

　平成29年度の協会けんぽ保険料率が改定されます。平成29年３月分（５

月１日納付期限分）より、健康保険料率は10．22パーセント（プラス０．

０７パーセント）、介護保険料は１．６５パーセント（プラス０．０７

パーセント）となります。

　協会けんぽ北海道支部では年度内に１回、加入者の皆さんの健診費用

の一部を補助しています。35歳～74歳の被保険者（本人）には、がん検

診を含めた充実した健診項目の「生活習慣病予防健診」を、40歳～74歳

の被扶養者（家族）には、メタボリックシンドロームに着目した「特定

健康診査」の二つの健診を用意しています。

　生活習慣病の予防と早期発見・早期治療のためにも、１年に一度は健

診を受けましょう。

詳　　細 全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部 ☎０１１－７２６－０３５２

　平成29年度水質検査計画を公表

しています。町では皆さんに安全

でおいしい水を飲んでいただくた

めに定期的に水質検査を行ってい

ます。水質検査の項目、採水場所、

頻度などをまとめたものが水質検

査計画です。

閲覧時間

　午前８時35分－午後５時５分

※土曜日、日曜日、祝祭日を除く 

閲覧場所・詳細

 役場建設課上下水道室

 上下水道工務担当 ☎２５－２１４１内線３５６

最低賃金額　時間額７８６円

効力発生日　平成28年10月１日

自衛隊幹部候補生採用試験

財務専門官採用試験

北海道警察官採用試験

国家公務員採用試験

平成29年度労働基準監督官採用試験

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

詳　　細 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募　　集

お知らせ

町職員人事異動

２月28日付退職者

佐野　健士

（経済課農業振興室主任）

橋本　泰憲

（福祉課子どもセンター主事）

募 集 種 目 応募資格 受付期限 試 験 日

一般幹部候補生

院卒者 20歳以上28歳未満

５月５日㈮
５月13日㈯

　　14日㈰
大卒程度 22歳以上26歳未満

試 験 名 受　付　期　間 一次試験

総 合 職
（院卒者）

【インターネット】３月31日㈮－４月10日㈪ ４月30日㈰
総 合 職
（大卒程度）

一 般 職
（大卒程度）

【インターネット】４月７日㈮－４月19日㈬ ６月18日㈰

一 般 職
（高卒者）

【インターネット】６月19日㈪－28日㈬
【郵送または持参】６月19日㈪－21日㈬

９月３日㈰

申し込み専用ホームページ　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

※試験場所、受験資格などについては、お問い合わせください。

詳　　細 人事院北海道事務局　☎０１１－２４１－１２４８

受験資格

・昭和62年４月２日から平成８年４月１日生まれの方

・平成８年４月２日以降生まれで次の条件を満たす方

　①大学を卒業または平成30年３月までに大学を卒業見込みの方

　②人事院が①と同等の資格があると認める方

受付期間　インターネット　３月31日㈮－４月12日㈬

　　　　　郵送または持参　３月31日㈮－４月３日㈪（通信日付印有効）

一次試験　６月11日㈰

申し込み専用ホームページ　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

申込先・詳細 〒０６０－８５６６　札幌市北区北８条西２丁目１番１

 札幌第一合同庁舎９階北海道労働局総務部総務課 ☎０１１－７０９－２３１１内線３５１１

　財務省北海道財務局では、財政、

金融のプロフェッショナルとして

活躍する財務専門官を募集してい

ます。

受験資格

・昭和62年４月２日から平成８年

４月１日生まれの方

・平成８年４月２日以降生まれで

次の条件を満たす方

①大学を卒業または平成30年３月

までに大学を卒業見込みの方

②短大、高専を卒業または平成30

年３月までに短大、高専を卒業

見込みの方

受付期間

　３月31日㈮－４月12日㈬

※申し込み専用ホームページから

お申し込みください。

一次試験日　６月11日㈰

申し込み専用ホームページ

http://www.jinji-shiken.jo.jp/ 

jiken.html

詳　　細　　財務省北海道財務局

 人事課人事係 ☎０１１－７０９－２３１１

　平成29年度第１回警察官の募集

を行います。

受付期限　４月21日㈮

一次試験日　５月14日㈰

北海道警察ホームページ

http://www.police.pref.hokkaid

o.lg.jp/

※試験場所、受験資格などについ

ては、警察署または最寄りの交

　番・駐在所にお問い合わせくだ

さい。

詳　　細 本別警察署 ☎２２－０１１０



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

佐藤　真
ま

子
こ

ち
  ゃ
   ん

 （平成27年３月17日生まれ）

　最近のお気に入りは、レーズ

ンパンとお父さんのおんぶ。い

ないいないばぁとアンパンマン

を見ないと１日が始まりません。

そんな真子ももうすぐ保育所デ

ビューです。 伸哉・弘子さんの子

 （芽登）

大竹　奏
そ

來
ら

ち
  ゃ
   ん

 （平成27年３月25日生まれ）

　三姉妹の末っ子で、いつもに

こにこわが家のアイドル。食べ

るのが好きで常におなかはぽっ

こり。いたずらも笑顔でごまか

すお調子者。たくさん食べて大

きくなってね。 徹・美穂さんの子

 （北３条１丁目）

今月の表紙

広報あしょろ３月号　№７６７

発　行：足寄町

編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335

〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１

http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆ここ最近どうも腰が痛く、椅子に座

るだけでも辛かったので、思い切っ

て人生初のマッサージを受けてきま

した。

☆先生いわく「腰痛の原因は、筋肉の

衰えや姿勢が悪いことも原因の一つ

だよ」と。

☆言われてみれば、社会人になってか

ら約20年間これといった運動もせず、

日頃から姿勢も悪い。思い当たる節

がたくさん・・・知らず知らずのう

ちに体が悲鳴を上げていたのでした。

☆マッサージが終わった後、筋肉がほ

ぐれて体がスッと軽くなったことに

感激すると同時に、適度な運動と体

のケアがとても大切なのだと身をも

って感じました。

　２月２日に行われた「町認定こども園どん

ぐりまめまき」でのスナップです。

 （⇒７ページ）　

ひとのうごき

２月末の住民基本台帳

人　口　　７，１２８　人　（－６)

　男　　　３，４６２　人　（－３)

　女　　　３，６６６　人　（－３)

世　帯　　３，５２８世帯（－６)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


